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戦略的情報通信研究開発推進事業（SCOPE） 
終了評価結果（平成28年度終了課題） 

地域ICT振興型研究開発 １８課題 

研究開発課題名 
研究代表者氏名 

（所属） 
研究分担者氏名 

（所属） 

漁船排出 CO2 の削減を目的とした ICT を活用した定置網漁支
援に関する研究開発 

和田 雅昭 

（公立はこだて未来大

学） 

安井 重哉 

高 博昭 

（公立はこだて未来大学） 

畑中 勝守 

（東京農業大学） 

前田 久昭 

森口 和弘 

（光電製作所） 

研究開発期間 平成 26 年度～平成 28 年度 委託額（千円） 14,550 

評価点 

目標達成度 

（ウェイト：x2）

費用対効果 

（ウェイト：x1）

地域の課題の解決 

（ウェイト x2）

総合評価合計 

（25 点満点） 

9.00 4.50 10.00 23.5 

研究開発課題に対する意見・コメント等 

評価委員Ⅰ ・定置網におけるセンサーネットワークを構築し、各種情報を分析して魚種の判別、漁獲量の推定を

漁業者のノウハウを適切に取込み実用化レベルまで達していると評価できる。 

・また、漁船排出ＣＯ２の削減についても、目標値を達成しており、今後漁獲量推定の精度が更に向上

すると、更なる削減が見込める可能性があり、高く評価できる。 

・漁業資源は北海道における有力な資源であり、輸入に頼る資源である化石燃料を削減するだけでな

く、漁業の効率化にも大きく寄与するものであり、早期の実用化と道内漁業者への普及に期待したい。 

評価委員 II 効率的な網起こしを支援することで CO2 排出を削減する目標に対し、27 および２８年度にそれぞれ前

年比でエンジン稼働時間１５％減という実績は素晴らしいと考えます。 

漁業の現場に ICT 技術を持ち込み、実績を上げられたことを高く評価します。 

評価委員 III 魚群探知機からの魚種判定を統計的な分析を用いて高い精度で予想できるようになったことは、水産

という自然相手の場においては高い評価をすべきことだと思います。 

評価委員Ⅳ 無駄な出漁を減らすこと、魚群の位置、魚種を明らかにすることが漁の効率を上げる。そのため ICT

を駆使し、実際に漁を中止にしたり、効率的な運用が可能となり、15%削減を可能としたこと、漁のあり方

を変えたことは高く評価できる。 

評価委員Ⅴ -



研究開発課題名 
研究代表者氏名 

（所属） 
研究分担者氏名 

（所属） 

食と健康のライフイノベーションを実現するためのレコメンドシス
テム開発研究

西平 順 

（北海道情報大学） 

奥村 昌子  

酒井 雅裕 

（北海道情報大学） 

研究開発期間 平成 26 年度～平成 28 年度 委託額（千円） 19,570 

評価点 

目標達成度 

（ウェイト：x2）

費用対効果 

（ウェイト：x1）

地域の課題の解決 

（ウェイト x2）

総合評価合計 

（25 点満点） 

7.50 3.75 9.00 20.3 

研究開発課題に対する意見・コメント等 

評価委員Ⅰ ・今回開発したＬＩＲが、特定保健指導の支援ツールとして活用可能なものであるとのことであり、地域

住民が自宅に居ながらにして適切な指導を受けられることは、北海道地域にとって大変効果的である。 

・個人の健康情報管理ツールとして「お薬手帳」機能も有していることも高く評価できる。

・平成 29 年度既に具体的な自治体にて実用化が見込まれているとのことであるが、今後も更なる改

良を継続していただくことで北海道内外の、より多くの自治体に普及することを期待したい。 

評価委員 II 計画に沿って順調に開発が進められ、地域限定とは言え、２９年度秋に実用化を予定している結果を

評価します。 

ただ、ユーザの健康状態等に関する評価において、サンプル数が少ない点は残念で信頼性が十分と

は言えないため、今後の実用化におけるデータ蓄積に期待します。 

評価委員 III 多くの成果発表とともに多岐にわたる結果を示しておられ、今後のセルフヘルスケアに大いに期待が

持てます。この分野は多くの参入者が便利なサービスを提供しており、それらとコラボされるのも重要だ

と思われます。 

評価委員Ⅳ 江別モデルとして取り組みが認知されたこと、そのため、道内外の企業が本プロジェクト並びに食品評

価・人介入試験に参加したり、興味を持つようになったことは評価できる。そして H３０年度より LIR 事業

化が視野に入ったことが一番成果として大きい。 

評価委員Ⅴ -



研究開発課題名 
研究代表者氏名 

（所属） 
研究分担者氏名 

（所属） 

光学センシング技術を用いた非侵襲輸液血管外漏出遠隔モニタ
リング支援システムの開発

野坂 大喜 

（弘前大学） 

中野 学 

高見 秀樹 

（弘前大学） 

研究開発期間 平成 26 年度～平成 28 年度 委託額（千円） 18,240 

評価点 

目標達成度 

（ウェイト：x2）

費用対効果 

（ウェイト：x1）

地域の課題の解決 

（ウェイト x2）

総合評価合計 

（25 点満点） 

8.00 4.00 7.50 19.5 

研究開発課題に対する意見・コメント等 

評価委員Ⅰ  輸液の血管外漏出の早期発見のための医療用システム開発を目的としており，各課題の取り組み

から，一定の成果が得られているように見受けられる． 

 実用化に向けた取り組みとして，部分的にはすでに目標達成している部分もあるようだが，漏出発

見のためのモニタリング技術については輸液中の発見は未だ達成しておらず，またより臨床的な検証の

実施が今後必要であることがうかがわれることからも，今後の更なる研究開発の進捗を期待したい．ま

た，本研究開発成果の社会に向けた発信として，論文成果の創出や，報道発表・特許等を利用した一般

へ向けた成果発信をより多く実施していくことで，成果の普及や地域貢献へつなげていくことが望まし

い． 

評価委員 II 輸液の血管外漏出は、①点滴刺し部、②輸液の流入ルート、③薬液の濃度、④注入速度などが大き

く影響していると思いますが、リアルタイムな輸液モニタリング技術を確立したことは大きな成果と思いま

す。しかも検知センサープロトタイプはシンプルな構成になっているとのこと。血管外漏出の発生を遠隔

モニタリングで把握できるとのことですが、早期に検知した情報を担当看護師や関係者に伝達する方法

は、事後対処行動と結びつけてシミュレーションしているのですか。円滑な流入管理プロセスにおいて、

どの点がどの程度「軽減されるようになったか」をフォローしていく必要があると感じました。

評価委員 III 今後、多数の人間を使った検証を行う必要がある。 

評価委員Ⅳ 当初想定していた画像診断技術の適用の限界を明らかにするとともに，光反射強度の変化を高精度

にモニタする方式を新たに考案して臨床評価用プロトタイプを試作し，実験評価を行ってその実用性を明

らかにした点は高く評価できる。 

一方，センサのずれや患者の体調の変化（運動，興奮，発汗）などに起因する測定誤差への影響や

外来ノイズ（EMC 問題）などへの評価が十分に考慮されていないため，提案技術の有用性を示すために

はさらなる検討が必要と思われる。 

評価委員Ⅴ -



研究開発課題名 
研究代表者氏名 

（所属） 
研究分担者氏名 

（所属） 

準静電界センシングによる路面状態推定技術を利用した交通問
題対策の研究開発 

新井 義和 

（岩手県立大学） 

滝口 清昭 

須田 義大 

（東京大学） 

内田 法彦 

（福岡工業大学） 

柴田 義孝 

（岩手県立大学） 

研究開発期間 平成 26 年度～平成 28 年度 委託額（千円） 21,290 

評価点 

目標達成度 

（ウェイト：x2）

費用対効果 

（ウェイト：x1）

地域の課題の解決 

（ウェイト x2）

総合評価合計 

（25 点満点） 

6.50 3.50 7.00 17.0 

研究開発課題に対する意見・コメント等 

評価委員Ⅰ センシング技術を利用た路面状態の把握及びその共有のための通信技術，アプリケーションの開発

を目標に掲げており，実施内容から，いずれのサブテーマに関しても一定以上の成果を得ているように

見受けられる．また，それらの成果について論文誌等での発表や特許申請なども最終年度を中心に多

数行っている点は高く評価できる． 

 一方，開発したセンサにおける実証実験において，積雪路における識別精度が若干低いように見受

けられるため，この点については今後の改善が望ましい．また，一部システムの実装や最終的な実用化

に向けた実証実験等については未実施の部分もあるため，最終的な目標であるシステムの完成とそれ

による地域貢献の早期実現に向けた本研究の更なる展開に期待したい． 

評価委員 II ・路面状態推定の、特に重要度の高い凍結路を識別できるセンサセンシング技術の有効性を様々な

観点から確認し、概ね目標も達成できたとの自己評価でした。今後の継続的な実証実験で、視界不良、

スリップ等情報の識別基準値もぜひ、明確にしてください。また、本研究で把握された識別基準値を基

に、①走行中のセンサ搭載車の情報授受・判別データは、何分後、あるいは何時間後にドライバー等に

提供できるのか（必ずしもリアルタイムでなくても良い）、②確認された判別情報は、湿潤をを確認した段

階で気象変化情報等を加味して、視界不良や凍結に至るまでの推定時間等概ね算出することが可能か

どうか、「時間軸」からの詳細検証も必要かと考えます。

評価委員 III 路面状態推定アルゴリズムの検証が不完全である。シミュレーションの結果が実測値と一致すると報

告書に述べられているが、証拠が示されていない。また、一番に検証が必要だと思われる湿潤路（WET)

と積雪路（SNOW)において、湿度４０％以下が確保されるのかの証拠が示されていないので、本手法が

有効かどうか判断できない。 

評価委員Ⅳ 路面状態センサとして独自の方式を考案するとともに，世界的に車車間通信技術の開発が進展して

いる中で，２波長組合せ方式や DTN に基づく独自のプロトコルなどを提案してシステムレベルの試作と

実験による評価を行った点は高く評価できる。 

一方，路面状態の推定は湿度や速度が限定された条件下での有効性を確認できたという状況である

こと，当初の研究内容説明書に記載された性能目標（車路間 50Mbps，車車間 10bps）に関しては約半

分程度に留まっていることなどを考慮すると，目標が十分に達成されたとは言えない。 

評価委員Ⅴ -



研究開発課題名 
研究代表者氏名 

（所属） 
研究分担者氏名 

（所属） 

観光客の満足度向上のための情報提供技術の研究開発 
渡辺 裕 

（宇都宮大学） 

伊藤 篤 

佐藤 美恵 

羽多野 裕之 

（宇都宮大学） 

佐藤 文博 

平松 裕子 

（中央大学） 

研究開発期間 平成 26 年度～平成 28 年度 委託額（千円） 18,817 

評価点 

目標達成度 

（ウェイト：x2）

費用対効果 

（ウェイト：x1）

地域の課題の解決 

（ウェイト x2）

総合評価合計 

（25 点満点） 

8.00 3.75 6.50 18.3 

研究開発課題に対する意見・コメント等 

評価委員Ⅰ Bluetooth Low Energ ビーコンと連動するスマートフォンアプリとして、心理学的・論理学的な情報提供

アプローチを組み合わせ、観光客に、現在位置と状況に応じて的確に情報提供するとと もに、一部を隠

し て魅力的な謎を含むような情報を提供する観光案内システムを構築し、データ解析により、その有効

性を示したことは評価できる。クイズによるＺｅｉｇａｒｎｉｋ Ｅｆｆｅｃｔの確認、実用化に向けた地域との連携強

化、観光支援アプリの多言語化など、による外国人旅行者への利便性対応など、有益な成果をあげて

いる。特に、査読付きの論文誌や国際会議論文、特許申請など多くの優れた成果をあげていることは、

高く評価できる。

評価委員 II ハードウェア、ソフトウェア及び実証実験ともほぼ所期の目標どおり実施されたと評価できる。また、成

果の発表も十分行えている。しかし、期待された Zeigarinik Effect 自体の有用性は、本研究で作成した

システムとしては十分示されたとはいえず、実用化・地域活性化への寄与という点では少々残念な結果

と言わざるを得ない。

評価委員 III 日光の観光振興活性化の手段としてＩＣＴ技術を活用した観光客への情報提供アプローチは独自性の

あるものとは言えないが、当該地域における観光関連の事業者、行政を組織化して、実用性の高い観

光案内システムを構築したこと、ある一定の水準で運用可能なことは評価する。外国人を対象にその応

用可能性についても実験・検証したことも評価するが、今後の実用化するためにも、ビジネスモデルの研

究を関係者と早急に検討することが望まれる。 

評価委員Ⅳ ・本研究の最終目標は「（東日本大震災後の）日光地域に新しく観光客を国内外から呼び込み、リピー

タを増やすこと」であり、そのための手段として「観光客からのフィードバックや行動分析結果を逐次反映

する持続可能な情報提供モデルを構築する」研究課題に取り組まれたものと理解しています。

・また研究課題に対して４つの成果目標を課し、概ね達成しつつあるものと考えますが、他方、最終目

標である観光客を国内外から呼び込み、リピータを増やすという地域課題の解決については成果測定

が難しく、各種アンケート調査から本モデルがリピート欲求を高めた可能性について示唆するに止まらざ

るを得なかったものと認識しています。 

・いずれにしても、本研究は、ビーコン等の既存の要素技術に、Zeigarnic Effect などのアイデア・工夫

と地域関係者との連携を組み合わせた「座組」にこそ本質があり、単なるアプリ開発に止まらず、評価さ

れるものと考えます。 

評価委員Ⅴ -



研究開発課題名 
研究代表者氏名 

（所属） 
研究分担者氏名 

（所属） 

災害状況を遠隔地から把握するセンサーネットワークのための
災害に柔軟に対応する通信インフラシステムの研究開発 

不破 泰 

（信州大学総合情報セン

ター）

鈴木 彦文 

（信州大学） 

小松 満 

（岡山大学） 

二川  雅登 

（静岡大学） 

研究開発期間 平成 26 年度～平成 28 年度 委託額（千円） 17,380 

評価点 

目標達成度 

（ウェイト：x2）

費用対効果 

（ウェイト：x1）

地域の課題の解決 

（ウェイト x2）

総合評価合計 

（25 点満点） 

9.20 4.20 8.80 22.2 

研究開発課題に対する意見・コメント等 

評価委員Ⅰ 災害情報を遠隔地から把握するためのセンサネットワークの開発であり，斜面に設置された土中水分

量検出センサからのデータをアドホックネットワークにより収集し，遠隔モニタリングを行うものである．こ

のようなシステムを開発したことに加えて，地方自治体（塩尻市）において実際に運用され，予算化され

るところまでつなげた点は評価できる．今後も継続的に評価・開発を行ってほしい．特に，単なるセンサ

の性能，アドホックネットワークの性能ではなく，トータルとしての遠隔モニタリングシステムの評価・開発

をお願いしたい．また，水位の観測への応用を他の地方自治体と進めていることや，事業化の可能性を

検討しているとのことから，今後の進展も期待したい． 

評価委員 II 本研究では、 斜面の表層から多深度にセンサーを埋設して土中の水分量を定期的に直接測定して

サーバに集め、土砂災害の危険度を推定するシステムを開発した。その結果、様々な環境下でも有用で

あることが実証され、塩尻市での事業化に繋がった。また、砺波市との共同研究契約にも進展し、災害

の防止に貢献する研究成果と言える。

評価委員 III  この課題は、高耐災害性、災害に柔軟に対応できるセンサーネットワークと通信インフラシステムを

開発すること、そして、具体例として土中水分量検出センサーの改良による土砂災害警報システムの運

用化である。 

センサー端末の開発、中継器の改良、中継器ルーティングの最適化、土中水分量センサーの開発と

そのセンサーネットワークシステムの開発、この一連の流れは、ほぼ実施され、内容も充分に評価でき

る。これまでの多くの検討を積み重ねたものであり、成果もあり評価できる。 

 しかし、検証箇所が 3 市と少ないこと、いろいろな地形に対する電波伝搬シミュレーション評価がで

きなかったこと、ネットワークプロトコロで時間ロスが多少あること、といった今後の展開課題、改善点が

残されている。また、実際の運用を通して、経年変化、不良発生率といった信頼性管理の問題も生じると

思われるが、引き続き検討して欲しい。 

評価委員Ⅳ 東北の震災の際も電源更に、通信網が遮断され、状況が解るまでに長い時間を要した、本研究はセ

ンサー中継器等、自律電源で動作し、中継器が壊れた場合でもルーティングを自律的に再構築できる点

は高く評価できます。サーバーも長時間稼動できる UPS で動作させ、停電・耐震化が進むデジタル防災

無線システムに接続しては如何でしょう。

評価委員Ⅴ 本システムは情報通信技術上の完成度は高く、その内容について特筆する点はありません。実用用

途に即したアプリケーションの開発が今後の課題になるかと思います。 



研究開発課題名 
研究代表者氏名 

（所属） 
研究分担者氏名 

（所属） 

嚥下筋活動のセンシングと嚥下補助食品への応用に関する研
究 

大森 信行 

（長野県工業技術総合セ

ンター）

村澤 智啓 

相澤 淳平 

（長野県工業技術総合センター) 

栗田 浩 

小山 吉人 

（信州大学） 

百瀬 英哉 

（西澤電機計器製作所） 

研究開発期間 平成 26 年度～平成 28 年度 委託額（千円） 18,810 

評価点 

目標達成度 

（ウェイト：x2）

費用対効果 

（ウェイト：x1）

地域の課題の解決 

（ウェイト x2）

総合評価合計 

（25 点満点） 

7.60 3.80 7.20 18.6 

研究開発課題に対する意見・コメント等 

評価委員Ⅰ 嚥下筋活動のセンシングを行うためのセンサシートの開発とワイヤレス化を行い，これを医療における嚥下機

能診断・評価に応用することや食品評価への応用等を行ったものである．おおむね計画通りに進められており，

成果も得られている．特許取得，製品化の検討等も進められており，実用化の期待が高い．また，医学部におい

ても継続的に研究が行われる予定であることや，医療従事者との連携を行っており，現場に広く普及することを

期待したい．また，食品評価においても，食品メーカとの連携も継続して進め，広く普及することを期待したい． 

評価委員 II 本研究は、嚥下時の筋活動を計測するセンサシートを用いて、嚥下機能を適切に診断することを目的とした。

健常者におけるデータは揃ったように思えるが、嚥下機能が低下している被験者を対象にした成果がもっと必要

であろう。特に、嚥下機能が低下している人が介護食品のような食品を摂取する時に、このセンサーシートが安

全性を担保する手段の１つとして有効なのかが分かるとさらなる研究の進展に繋がると思われる。報告書を見る

限り、患者と表記されているのみでどの程度の嚥下障害を持つのか不明である。また、この研究の対象として有

望なのは高齢者であり、高齢者を対象とした研究成果に期待したい。 

評価委員 III  高齢者がより健康な食生活を続けるための一つとして、誤嚥の解決とそのための嚥下機能を適切かつ簡易

に診断可能とする技術、また、それを生かして食品に結びつける技術の研究開発は重要である。嚥下機能を適

切かつ簡易に診断可能とするシートセンサを開発した点は評価できる。無線通信化技術、ノイズ対策技術も評価

できる。また、査読付き論文、特許を含め多くの発表を行っていることも評価できる。 このテーマでは、簡便な装

置化と、その波形からどうのように嚥下機能を読み解くのか、が重要である。多くの具体例を挙げて評価検討して

いる。 

 人体を対象とした技術は、そのセンサ位置の違いや個人差によるデータの違いがどうしても存在するが、可

視化すればその相対関係を容易に理解でき、判別しやすくなり、新しい数値解析手法のヒントが得られると思う。

よりわかりやすい可視化技術を進展させるとよい。 

評価委員Ⅳ センサーシートと X 線検査装置との相関が取れた点、更に S/N 比が高いセンサーが開発できた事は高く評価

できる。筋活動時間の違いについての評価試験結果は詳しく記載されているが、今後、筋電図測定パターンの臨

床サンプル数を増やしパターン解析による嚥下解析に発展させて行かれたらと考えます。 

評価委員Ⅴ 開発されたセンサーシートによって取付けに専門知識が不要となった事、また測定された筋電位から嚥下時間

を測定可能となった事は有意義と考えます。この成果からセンサシートはハードウェア面では実用十分な性能を

有しており、医療における診断・評価への応用可能性があると考えます。 

一方で食品評価性能においては課題が残ると考えます。食品によっては普通食／介護食による嚥下時間の

差が認められない事例がありました。またセンサシートが持つ複数の測定位置の一部に食品ごとの嚥下時間差

異があらわれるという報告もありました。以上の事から食品メーカーがセンサシートを利用する際には現時点で

はソフトウェア面から食品評価判断の補助が必要と考えます。 



研究開発課題名 
研究代表者氏名 

（所属） 
研究分担者氏名 

（所属） 

発光・蓄光金属を用いた災害危険度感知センサーとそのセンサ
ーネットワーク展開の研究開発 

堀田 裕弘 

（富山大学） 

松田 健二 

大路 貴久 

飴井 賢治 

柴田 啓司 

沖野 浩二 

李 昇原 

（富山大学） 

研究開発期間 平成 26 年度～平成 28 年度 委託額（千円） 17,670 

評価点 

目標達成度 

（ウェイト：x2）

費用対効果 

（ウェイト：x1）

地域の課題の解決 

（ウェイト x2）

総合評価合計 

（25 点満点） 

5.00 2.75 5.50 13.3 

研究開発課題に対する意見・コメント等 

評価委員Ⅰ 薄膜・厚膜で作成された試料と比較して「感度、環境耐性、経年変化」などの項目について精査し、総

合的に優位であることも終了報告として示すべきである。センサ部分が出来ればネットワーク化は容易

であり、センサが要と考える。初期の目標（査読付き８編の論文）に比して論文がないのが気になる。日

本から「ものづくり」成果としての論文としての公表が必要。「けがき針」方式が災害検知評価に有効であ

ることの裏づけを充分に説明する必要がある（他の方法との比較も含め）。センサが利用できる環境に

ついても評価すべきである。全ての環境に対してオールマイティではないと考える。 

評価委員 II センサー部品の特性の測定・評価については 3 年間をとおして実用化の見通しを得たことや特許化を

行ったことは評価できる。その一方で、研究の遅延により災害危険感知センサー回路の実装やセンサー

ネットワークでの評価試験など目標の実施に至っておらず、研究当初から自己評価点が 75 点となって

おり、3 年間の中で改善されなかったことは残念である。今後は SCOPE のこれまでの成果を踏まえ、研

究継続できる体制を構築するとともに、早期に実用化を実現し、地域産業の活性化に繋げていくことを期

待する。

評価委員 III 応力発光・蓄光素子を核とした組込み回路（災害危険度感知センサー）が完成し、センサーネットワー

クが利用展開されれば、すばらしいことと期待しておりました。しかし、Al 基複合材の応力発光特性は、

スクラッチ実験がなされたのみであり、また、開発目標も大幅に縮小され、センサー、センサーネットワー

クの検討は基礎事項の確認に終わっているようです。

評価委員Ⅳ 地震など自然災害が多発し今後の危険性も極めて高い我が国にあって、遠隔地からリアルタイムにこ

れらの状況を把握できるよう危険度感知センサーを開発し、さらにネットワーク展開しようとすることは、

安心・安全な社会実現のために必須の研究開発である。センサーの中核となる発光・蓄光特性を有する

軽金属基複合材料の材料組成の面からの利用可能性の精査、材料・光学特性の精査，さらに次代への

応用展開を目指そうとする点においてこの研究開発の意義が認められる。一方で自己評価点でも若干

低く示されている通り、材料開発には重点を置いたが、計画全体が遅れまだ解決すべき課題が残ってお

り、センサーネットワーク構築への進展も不十分であるのは、手順を追って精査・改善に取り組もうとの

姿勢を示していただけに残念である。 

評価委員Ⅴ -



研究開発課題名 
研究代表者氏名 

（所属） 
研究分担者氏名 

（所属） 

「措置入院」の診察のためのセキュアな精神保健指定医決定シ
ステムの開発

郷間浩史 

（名古屋大学） 

杉浦 伸一 

（名古屋大学）、 

浅野 美香 

（MS ドリーム） 

研究開発期間 平成 26 年度～平成 28 年度 委託額（千円） 15,158 

評価点 

目標達成度 

（ウェイト：x2）

費用対効果 

（ウェイト：x1）

地域の課題の解決 

（ウェイト x2）

総合評価合計 

（25 点満点） 

5.20 2.80 5.60 13.6 

研究開発課題に対する意見・コメント等 

評価委員Ⅰ 措置入院の診察のためのセキュアな精神保険医決定システムの開発を目的に、携帯電話などの簡

易なメール機能を使って、守秘性の高い通信を実現するためのシステムの構築を目指している。文章を

QR コード化することによって、文字列情報を画像情報化することによって目的を達成しようという興味深

いアプローチであると思います。しかし、本来の目的からすると、伝送すべき文章の性質などを吟味し

て、簡易に利用できるようにすることが重要です。実際に、実システムをインプリメントして臨床場面で実

地に試験をしていただけると良かったと思います。引き続きの研究開発が望まれます。 

評価委員 II 『措置入院』のための精神保健医師決定システムという、緊急性、守秘性が要求される課題に対して、

すでに普及している携帯回線網、インターネット網を QR コードを介して組み合わせることにより、秘匿性

の確保、データ通信量の制約からの解放ができたことに大きな価値があると考えられる。 

また、この手法は「精神保健医師決定システム」以外のセキュアな特定関係者間の情報通信システム

として適応範囲が広く、技術の横展開も期待したい。 

評価委員 III ・研究成果が最終目標に到達していなかったとしても、開発の狙いや得られた成果の定量的な評価を

お願いします。 

（例：新たなプロトコルによるデータ量圧縮効果の既存システムとの比較、削減できる行政事務官の業

務負担等） 

評価委員Ⅳ 精神保健指定医決定システムのための暗号化アルゴリズム開発という社会的に意義深い研究をされ

たのは評価できます。ただ、研究目的に挙げておられた精神保健指定医決定システムを構築した上で

の実証実験や大容量データ秘匿化システムの構築などに関する記述が報告書に無かったのは残念でし

た。また論文など本研究開発の対外発表が少なかったのも残念でした。 

評価委員Ⅴ ・基盤的アルゴリズムの開発については計画通りの進捗が見られ、評価できる。

・臨床的実証実験が実施できなかった点は残念である。

・研究開発成果発表について、研究期間を通して査読付き学術論文誌への投稿が０件、出願特許０

件であることが残念である。特に最終年度においては、査読付きであっても口頭発表１件のみというの

は評価できない。 



 

研究開発課題名 
研究代表者氏名 

（所属） 
研究分担者氏名 

（所属） 

循環器疾患患者を対象とした在宅ヘルスケア・システムの研究
開発 

小林 浩 

（奈良県立医科大学） 

武内良典、今井正治、劉載勲（大阪大

学）、田村俊世（大阪電気通信大学、

H28~早稲田大学）、関根正樹、唐尊一

（大阪電気通信大学）、水野敏樹、夜久

均（京都府立医科大学）、藤井敏夫、谷

井清、奥村郁子、大西佑佳（テクノス株

式会社）、橋本英樹、名村明哉、香川敏

也、中村縫子、浜迫耕次（株式会社プロ

アシスト）、藤本浩志（早稲田大学）、大

野聡、石塚崇（スキルインフォメーション

ズ株式会社） 

研究開発期間 平成 26 年度～平成 28 年度 委託額（千円） 19,100 

 

評価点 

目標達成度 

（ウェイト：x2） 

費用対効果 

（ウェイト：x1） 

地域の課題の解決 

（ウェイト x2） 

総合評価合計 

（25 点満点） 

 

7.50 

 

4.00 

 

 

7.00 

 

 

18.5 

 

 

研究開発課題に対する意見・コメント等 

評価委員Ⅰ 当初目標を達成し，また十分な成果が得られていると判断される．成果発表も十分なされていること

に加えて，サイエンスニュースで成果を報道する等，社会還元に向けた取り組みも十分に対応されてい

ると判断される． 

評価委員 II 在宅における患者のバイタルデータの自動計測という点で、一定の成果が得られており、その有効性

も実証されていると考えられます。しかしながら、同様の技術や総合システムに関し、これまで数多くの

提案がなされており、これらの従来例とのベンチマークがあまり明確ではなく、一定の成果が出ているだ

けに少し残念な面があります。 

評価委員 III 数多くの開発項目に対して目標を概ね達成する成果を得ており、評価できる。研究開発と実証実験の

バランスが取れており実用的な技術の研究開発を達成している。 

評価委員Ⅳ 循環器疾患患者の再発予兆を見守る生体計測手段の開発は社会的意義が高く、カフレス血圧推定

方式の確立など、当初設定した研究開発目標を概ね達成したことは高く評価できる。今回のモデルが今

後の地域包括ケアの体制整備に貢献することを期待したい。 

評価委員Ⅴ - 

 
 



 

研究開発課題名 
研究代表者氏名 

（所属） 
研究分担者氏名 

（所属） 

学校健診データベース構築による地域健康増進と新規ヘルスケ
アニーズの探索の研究開発 

川上 浩司 

（京都大学） 

粂 直人 

田中 司朗 

（京都大学） 

研究開発期間 平成 26 年度～平成 28 年度 委託額（千円） 15,641 

 

評価点 

目標達成度 

（ウェイト：x2） 

費用対効果 

（ウェイト：x1） 

地域の課題の解決 

（ウェイト x2） 

総合評価合計 

（25 点満点） 

 

8.00 

 

3.75 

 

 

6.50 

 

 

18.3 

 

 

研究開発課題に対する意見・コメント等 

評価委員Ⅰ 当初規定した目標値に対して，すべての項目で目標を達成しており，評価できる．また今後も本取り組

みを継続することとしており，成果の一層の充実も期待できる． 

評価委員 II 5 年の保管期限後に破棄されている学校検診データの有効活用に向け、全国の学校との連携による

検診情報収集と集積が行えた意義は非常に大きいと考えられます。又、OCR や外部委託に際する機密

性の担保、自動レポート生成等、情報システム技術構築において一定の成果が見られる反面、既存技

術の延長上のシステム構築という点は否定できず、新たな知見に基づく地域産業振興に向けた新提案

まであと一歩と考えられます。 

評価委員 III 概ね目標が達成されたように見受けられる。しかしながらデータの収集目標数に対してどれくらい達成

できたのかの目標に対する達成度が不明である。また、OCR の精度を独自開発の技術で向上させたと

してあるが、その成果を発表した論文などが見受けられないため、どのように実現させたのか具体的な

例示がないので真偽が明らかになっていない。 

評価委員Ⅳ 全国の学校と連携し健診情報の大規模データベースを構築し、個人の健康に有益な情報のフィード

バックや政策立案に資する研究成果の還元といった社会的意義が高い研究開発である。当初設定した

入力時間短縮化や認識正答率をはじめとした各種の目標を達成したことは高く評価できる。ISO27001

認証取得は、本件の信頼性を高め、成果を今後展開する上でも有用であろう。 

 

評価委員Ⅴ - 

 
 



 

研究開発課題名 
研究代表者氏名 

（所属） 
研究分担者氏名 

（所属） 

訪日外国人旅行者を対象とした地域情報マイニング技術の研究
開発 

難波 英嗣 

（広島市立大学） 

竹澤 寿幸 

(広島市立大学) 

奥村 学 

(東京工業大学) 

倉田 陽平 

(首都大学東京) 

石野 亜耶 

(広島経済大学) 

研究開発期間 平成 27 年度～平成 28 年度 委託額（千円） 10,140 

 

評価点 

目標達成度 

（ウェイト：x2） 

費用対効果 

（ウェイト：x1） 

地域の課題の解決 

（ウェイト x2） 

総合評価合計 

（25 点満点） 

 

6.00 

 

3.00 

 

 

7.60 

 

 

16.6 

 

 

研究開発課題に対する意見・コメント等 

評価

委員

Ⅰ 

システム実装については、申請書記載の目標はほぼ達成している。論文等の研究開発成果についても目標値にほぼ到

達している。一方、システムの各種機能評価については十分とは言い難い。確かに、学生による試用実験や抽出精度チェッ

クによる評価や一部商用での利用などによって実用性能の高さをアピールしているが、今回の研究開発では現場でのより

多くの実使用を通した評価、あるいは種々の試験データに対するシステム機能の客観的評価などが必要である。予算で

は、人件費（学生への謝金）と旅費の割合がかなり高い。システムのブラッシュアップや実用的性能の評価へより多くの予算

を投入すべきである。ICT を利用して、当該地域の観光資源の有効活用に資する可能性の高いシステムを研究・開発した

点で、当該地域固有の社会的・経済的課題に対する情報通信技術面からの貢献は認められる。このことは、地域社会・経

済活動の活性化への寄与にもつながり、SCOPE「地域 ICT 振興型研究開発」として評価できる。 

評価

委員

II 

インバウンド観光需要を加速させるための取り組みとなっており、本研究で開発したモジュールを用いた観光情報サイトを

2 件リリースするに至っている。特に、特定の場所を示すキーワード抽出や掲載されている画像の解析による場所特定をも

ってより精度の高いジオコーディングを行う技術は、埋もれている情報を的確に形式知化するアプローチとして評価できる。 

評価

委員

III 

・旅行ブログからのノウハウ情報の抽出や集約について、一定の結果が得られているとみられるが、ブログの内容は多岐

にわたるとともに、新たなキーワードも出てくると思われる。 

また、旅行者へのさらなる周知も必要と考えられるが、旅行者が発信する地域の魅力は、その地域でも気づいていないこ

とも多く、この点で地域の活性化にもつながる可能性もある。こうした点なども踏まえながら、より高い精度につなげていただ

きたい。 

評価

委員

Ⅳ 

現在入手できるデータに基づく情報分析結果が提示されている。当然ながら、この結果を受けて改善や新しい試みがされ

るわけであり、その結果、ブログの内容は変化する。継続的に分析する事でより深い知見が得られるのではないか。その為

には、今回開発した分析手法やノウハウが整理され、できれば開示されることが望ましい。 

評価

委員

Ⅴ 

 本研究は、日本を訪れる外国人観光客に地域の情報を提供するシステムの開発で、インバウンドに力を入れている政

府の方針、および地域の特色を出すことによって観光客を呼ぶという地方創成にも合致したテーマである。 

 旅行ブログから、(a)トラブルを避けるノウハウ情報、(b)地域固有の魅力情報の提供、に的を絞ってシステム開発を行

い、アプリにも実装されて、基礎段階としては一定の成果には達していると思われる。ただし、使用言語のレベルに関する基

準が不明である。日本語は日本人の開発者には判断できると思うが、英語についてはどうされているのか。 

 今後はさらに地域情報の充実、言語の拡充に取り組み、実用に耐えるシステムを目指して引き続き研究されたい。 

 
 



 

研究開発課題名 
研究代表者氏名 

（所属） 
研究分担者氏名 

（所属） 

妊娠・出産・育児支援コミュニティ・ネットワークの研究開発 
下屋 浩一郎 

（川崎医科大学） 

中野 貴司 

(川崎医科大学) 

岡田美保子 

田中 昌昭 

合田 典子 

滝川 節子 

川崎 数馬 

三上 史哲 

三田 岳彦 

(川崎医療福祉大学) 

研究開発期間 平成 26 年度～平成 28 年度 委託額（千円） 18,040 

 

評価点 

目標達成度 

（ウェイト：x2） 

費用対効果 

（ウェイト：x1） 

地域の課題の解決 

（ウェイト x2） 

総合評価合計 

（25 点満点） 

6.80 3.20 6.40 16.4 

 

研究開発課題に対する意見・コメント等 

評

価

委

員

Ⅰ 

母子健康手帳の電子化に基づいた「妊娠・出産・育児支援コミュニティ・ネットワーク」の実現が当研究開発の骨子である。

母子健康手帳の電子化は H26 年度で基本設計され、以後詳細化を行って実用化に近づいている。診療情報の組織外搬出

承認は時間がかかるが、遅れながらも実用化に近づけたこと、共通基盤システムの導入、手帳電子化フォーマット策定など

は評価できる。一方、妊娠・出産・育児支援コミュニティ・ネットワーク構築については、結局は実現に至っていない。ネットワ

ークの運用・評価に関しては、１０名程度の対象者による実験を行ったのみである。利用者ガイドの作成、アンケートや外部

評価、プライバシーに関する検討、などは評価できる。しかしながら、継続申請にある 100 名程度での運用実験は実施され

ず、当研究開発の成果が実用に耐えるかどうかは不明である。論文などの研究開発成果も目標値を大幅に下回る。最終目

標の達成は半ばである。予算の大半は基本となる母子手帳電子化が使途であり、費用対効果の適否判断は困難である。ネ

ットワーク構築に至っておらず、成果が「地域住民の生活向上」まで結びついていない。 

評

価

委

員 

II 

母子健康手帳をサポートするスマホアプリは既にいくつか存在しているが、本研究は、 電子母子健康手帳の標準化及び

医療機関の電子カルテシステムとの連携という非常に重要な課題に取り組まれたと考える。 

倫理委員会の承認等の様々な課題に直面しスケジュールの遅延が発生するも、電子カルテとの連携を実現したことは一

定の評価をすべきと考えるが、実証実験対象者数が１0 と少なく、また、コミュニケーション機能も実現できていないため、当

初の研究開発の目的であるコミュニティ・ネットワークの構築に至らなかったのは残念である。 

評

価

委

員

III 

・研究開発目標のなかで、地域連携共通基盤の構築における施設間連携の実証実験や、コミュニケーション機能の開発な

ど、目標に至らなかった点は残念であったが、一方で、標準化対応については、本件事業が今後の標準化、利用拡大に向け

て大きな役割を果たすことも考えられることから、各方面への働きかけを行っていただきたい。 

また、個人情報保護、プライバシー保護の観点は十分な留意が必要であり、今後考えられている機能開発等についても、

十分な検討が必要である。 

評

価

委

員

Ⅳ 

”標準仕様”の構築が本研究の最大の成果であり、今後の拡大展開に向けた大きな一歩である。ただし、現在の紙媒体を

残したままの併用によるダブり感、プライバシーの問題等、定着に向けて越えるべきハードルは高いと思われる。共通化した

多量のデジタルデータが収集できるのであれば、その活用による行政サイドのサービス向上やデータ提供者に対する明確な

インセンティブの提供等、多くのステークホルダーがメリットを享受できることがキーではないか。主体となるのは本研究者で

はないと思うが、実用に向けて継続して働きかけて頂きたい。 

評

価

委

員

Ⅴ 

 本研究は、医療現場の進んだ情報化に比べて、依然紙媒体で情報化が遅れている母子健康手帳の電子化を図るもの

で、情報化社会、少子化社会において、意義深い研究と思われる。 

 当初の目標である電子母子手帳のアプリ開発をデータの国際基準に基づいて行い、その実装、さらには実際に妊婦に使

ってもらってその検証も行われている。また、多くの学生に対してもアンケート調査を行い、紙媒体の母子健康手帳に対する

貴重かつ興味深い意見を得ている。 

 本研究では出産までのステージで、子供の出産から成長過程に関してはこれからとなっている。早くこのステージも電子

化を進め、トータルとしての電子手帳の開発を行い、普及されることを期待する。 

 
 



 

研究開発課題名 
研究代表者氏名 

（所属） 
研究分担者氏名 

（所属） 

“命を守る”ための ICT 活用地域密着型防災システム 
光原 弘幸 

（徳島大学） 

上月 康則 

（徳島大学） 

井上 武久 

山口 健治 

武知 康逸 

森本 真理 

（オプトピア） 

研究開発期間 平成 26 年度～平成 28 年度 委託額（千円） 16,506 

 

評価点 

目標達成度 

（ウェイト：x2） 

費用対効果 

（ウェイト：x1） 

地域の課題の解決 

（ウェイト x2） 

総合評価合計 

（25 点満点） 

 

6.40 

 

3.20 

 

 

7.20 

 

 

16.8 

 

 

研究開発課題に対する意見・コメント等 

評価委員Ⅰ 地域の防災意識を高める上で、防災についてリアルに考えさせる（体験型）ICT 活用地域密着型防災

（教育）システムの開発は非常に重要である。当初、ゲーム要素を取り入れることについては少し違和感

を持ったが、子ども達に意識させるためにはアプリにゲーム要素は必要だと感じた。今回、良い仕組み

が開発できたのではないかと考えている。ただし、課題は普及である。自己評価のとおり、想定したよう

に普及させるのは難しい。その点で、少し厳しめの自己評価を行っているが、概ね当初の目標は達成で

きたのではないかと考えている。今後は、新来者や一時滞在者に特化した避難訓練プラン自動作成や

発災時オフライン避難誘導などの機能拡張に向けて取り組むと同時に、ユーザインタフェイスの英語化

も含め、“安心・安全・感動”をもたらす観光支援のシステムとしても展開し、地域の国際的な活性化・発

展につなげていく新たな仕組みを実現して欲しい。 

評価委員 II 学校現場を中心に、地域住民を巻き込んでバーチャル避難訓練やデジタル防災マップの作成を行っ

ており、地域住民の防災意識の向上に貢献している。 

目標数値に対する達成度が低く十分な知見が得られたのか懸念されるが、ゲーム性を持たせて地域

住民の防災意識を高める取組みは地域課題の解決に結びつくものと考えており、今後も継続して知見

の獲得等に取り組んで欲しい。 

評価委員 III 教育現場を中心に、これまでにない ICT 活用型避難訓練及びデジタル防災マップ作成を実践したこと

は、防災意識の向上に繋がってきており一定評価できる。ビジネスというよりも公共サービスとしての性

格が強く、より多くの人が気軽に楽しめるよう行政と連携した継続的な広報活動が望まれる。 

評価委員Ⅳ 地域全体で防災意識を高め、地域が主体的に防災に取り組む仕組み作りは、地域防災の観点から意

義があります。 

開発目標にあげたＩＣＴ活用型避難訓練やデジタル防災マップ作成の機能は、”防災ヤットサーシステ

ム”に実装され、公開されています。 

しかし、利用者数や教材作成等が当初目標の半分程度にとどまっていることから、今後の地域防災訓

練や防災イベント等の機会をとらえて、システムを充実・高度化していかれることを期待します。 

評価委員Ⅴ 携帯末端から多くの人が自由に活用できる防災システムが開発され、小中の教育機関との連携によ

る訓練実施、システムの普及活動、システムの改良など地域住民への浸透のみならず外来者（観光客）

にも活用できるシステムとして高く評価できる。より一層の改良・普及・浸透が進むことを期待している。 

 
 



 

研究開発課題名 
研究代表者氏名 

（所属） 
研究分担者氏名 

（所属） 

ＩＣＴ利用による情報化農業確立のための害虫発生モニタリング
システムの開発 

有馬 誠一 

（愛媛大学） 

上加 裕子 

（愛媛大学） 

研究開発期間 平成 26 年度～平成 28 年度 委託額（千円） 17,210 

 

評価点 

目標達成度 

（ウェイト：x2） 

費用対効果 

（ウェイト：x1） 

地域の課題の解決 

（ウェイト x2） 

総合評価合計 

（25 点満点） 

 

7.50 

 

3.00 

 

 

8.00 

 

 

18.5 

 

 

研究開発課題に対する意見・コメント等 

評価委員Ⅰ 害虫発生に関する情報は農家にとって重要であり、圃場での初期対応を可能とするシステムとして今

後の発展に期待したい。特に害虫カウントエンジンの性能向上を実現頂きたい。得られた情報をわかり

やすく表示する工夫もされていることは評価できる。 

評価委員 II 植物工場において画像処理技術の適用やロボットの活用等をはかることにより、害虫の発生状況を

効率的に把握できるようになり、農産物の品質確保や安定供給の実現に資するものと考えます。 

また、農協資材メーカとの製品化のための共同研究や防除関連メーカとの協業の検討を着実に進め

られるとともに、今後、栽培管理に関するノウハウの知識ＤＢ化を目指されていることから、農業経営の

更なる効率化・高度化への貢献を期待します。 

評価委員 III 作物栽培で病害虫の管理は自然環境に大きく作用され、人の管理では大きな労力が必要で難しい現

状にある。ICT を活用した害虫発生の自動管理システムの開発は植物工場管理の重要な技術の一つで

あり、植物工場の発展・普及、太陽光を利用した植物工場における安定した作物生産に貢献する技術開

発である。害虫の識別技術の向上を図り、植物工業を管理する他のシステムと連動させ、高度な作物栽

培管理システムを有する植物工場の実用化が期待される。 

評価委員Ⅳ 標準偏差目標には届いていないが、おおまかな傾向から害虫忌避効果を測定し、また、害虫の発生

状況をマップ化し、視覚的に確認できるシステムの構築に成功している。 

地域課題を解決するため、更に計測可能な対象種を拡大し、網羅的に害虫発生の状況が把握できる

よう継続的に取り組んで欲しい。 

評価委員Ⅴ - 

 
 



 

研究開発課題名 
研究代表者氏名 

（所属） 
研究分担者氏名 

（所属） 

実空間情報連動型ネットワークシステムの研究開発 
中村 勝一 

（株式会社ｉＤ） 

永田 晃 

（株式会社ｉＤ） 

池永 全志 

塚本 和也 

野林 大起 

（九州工業大学）、 

研究開発期間 平成 26 年度～平成 28 年度 委託額（千円） 16,552 

 

評価点 

目標達成度 

（ウェイト：x2） 

費用対効果 

（ウェイト：x1） 

地域の課題の解決 

（ウェイト x2） 

総合評価合計 

（25 点満点） 

 

8.67 

 

3.33 

 

 

6.67 

 

 

18.7 

 

 

研究開発課題に対する意見・コメント等 

評価委員Ⅰ ・熊本地震において、救援物資を求める側と、物資供給側との地理的・時間的ミスマッチがあり、必要

なものを必要な時に受け取れなかったという私自身の経験があります。今回の研究では、災害時におけ

るこの様なミスマッチの解消や、より効率的な情報配信を可能にするものであり、その意義は高いと評価

します。 

・研究開発目標に対する達成度も目標以上であり、研究の進め方を含めスケジュール管理も申し分な

いと判断します。 

・また、今回のデータ収集手法を活用し、「人」そのものに対するサービスのみならず、今後ますますニ

ーズが多様化していくと予想される IoT・M2M 通信関係に幅広く応用出来る等、今後の更なる展開の可

能性も感じます。 

・ただ「地域 ICT 振興型研究開発」の視点から考えると、本研究が地域固有の社会的・経済的課題を

解決するものかどうかは疑問が残るところだと思います。その点が残念でなりません。 

評価委員 II - 

評価委員 III - 

評価委員Ⅳ 想定した性能目標はおおむねクリアされているのに加え、規模は小さいながら実証実験も実施されて

その成果が検証されていることから、当初の研究目標はクリアされていると考えられる。成果発表も数多

く出されている。多くの学生が担当していることから人材育成にも貢献している面が認められる。一方で

これまでのコメントにも含まれているプライバシの件は、問題ないと回答されているが、位置情報を含む

実空間情報は今も各所でその取り扱いについて議論があるところであり、本提案についても出される懸

念に応えられるよう願いたい。 

評価委員Ⅴ 当初の研究開発課題に対する目標は十分達成できたものと判断します。しかしながら、実空間情報連

動型のネットワークシステムの開発という本来の目的からすると、本研究開発で取り扱った活用シーン

が最適な目標設定であったのか判断に苦しむ感もある。 

 
 



 

研究開発課題名 
研究代表者氏名 

（所属） 
研究分担者氏名 

（所属） 

Web ナビゲーションと近距離無線通信技術によって公共交通の
体系化を促し地域発 ITS モデルの構築を目指す研究開発 

森田 均 

（長崎県立大学） 

松坂 勲 

山口 泰生 

（長崎電気軌道） 

酒井 寿美雄 
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研究開発期間 平成 26 年度～平成 28 年度 委託額（千円） 16,590 

 

評価点 

目標達成度 

（ウェイト：x2） 

費用対効果 

（ウェイト：x1） 

地域の課題の解決 

（ウェイト x2） 

総合評価合計 

（25 点満点） 

 

6.80 

 

3.60 

 

 

8.00 

 

 

18.4 

 

 

研究開発課題に対する意見・コメント等 

評価委員Ⅰ ・本研究は、長崎市地域が抱える「公共交通体系化の遅れ」に対し、ICT 技術を活用して基幹交通網

の高度化と情報提供機能の充実を図ったものであり、大変有意義な研究であったと評価します。 

・成果（目標達成度）は概ね目標どおりであり、本研究開発が十分計画されたものであると評価できま

す。また、各段階において、利用者へのアンケートを実施し、ユーザーの意向に沿った形の開発を実行

しています。これは、開発者サイドではなく、利用者サイド（視点）を考量したものであり、実用化に向けて

の重要なポイントであると思います。 

・今後も①「外国人観光客向けの多言語化アプリの開発」や、②「路面電車と自動車との衝突防止等

への応用」等も予定されているとの事であり、研究開発の可能性（広がり）が期待が出来ます。 

評価委員 II ・長崎市をフィールドとした地域発のＩＴＳモデルを構築まで提案できたことは地元住民や観光客にとっ

て多大な成果であると考えます。 

・特に「ＳＴＩＮＧ」第二段階である交通と情報通信の融合したインフラ共有をモデル化したことは非常に

有意義な研究だと評価します。 

・今後は、外部機関への運用移行が課題となっていますが、引き続き、事業継続性の確立に向けて取

り組むとともに、他地域への展開可能なモデルとなることを期待します。 

評価委員 III 長崎市の路面電車情報配信サービスに市内 5 系統の乗り合いタクシー運行状況を追加しており、全

電停、全車両に BluetoothLE ビーコンを設置し、スマートホン用アプリを公開し、ナビゲーションのコンセ

プトを知財化しており、当初の予定をほぼ達成できてきる。 

今回の成果が類似の研究に対してどの程度公共交通機関の体系化に寄与するのか、もう少し説明が

あれがさらに良かった。 

評価委員Ⅳ 近距離無線技術を利用して、公衆網にできるだけ頼らない公共交通用通信基盤の構築に取り組んだ

点は、現在でも IoT で展開されている各種試みにもつながる点がある。また実際に電車に搭載して実証

を行った点は評価できる。一方最終報告を見ていると、生データより、”確実に検知”とか”進行方向を識

別できることが明白”などの表現のみが示されており、ビーコンの受信成功確率や、進行方向の把握成

功確率など、実サービス化への判断基準ともなり得るパフォーマンスの客観的提示に至っていない部分

があり、研究開発として評価するとその点が欠けているように見受けられた。 

評価委員Ⅴ 乗り合いタクシーの運行状況がどのように路面電車位置情報配信サービスに連動していくのか、ドコ

ネアプリに活用されているのか、公共交通の体系化といった視点からは、成果の説明が不足しているよ

うに思われ、十分把握理解できないところがある。 

 
 



 

研究開発課題名 
研究代表者氏名 
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M2M 通信を活用した再生可能エネルギー由来の充電ステーシ
ョンシステムの開発 

浦崎 直光 

（琉球大学） 
千住 智信 

研究開発期間 平成 26 年度～平成 28 年度 委託額（千円） 8,090 

 

評価点 

目標達成度 

（ウェイト：x2） 

費用対効果 

（ウェイト：x1） 

地域の課題の解決 

（ウェイト x2） 

総合評価合計 

（25 点満点） 

 

6.67 

 

3.33 

 

 

6.00 

 

 

16.0 

 

 

研究開発課題に対する意見・コメント等 

評価委員Ⅰ ・EV 充電ステーション・システムの開発を目的とし、収益性の条件についての運用シミュレーションに

よって行われた今回の研究開発によるデータの収集は、システムの事業展開に向けての重要な基礎的

情報が得られたものとして評価する。 

・M2M 通信の構築については、Zigbee モジュールによる方法と WiMAX 等の方式による方法の、それ

ぞれの利用可能な領域の目安が示されるなど、一定の成果が得られたと認められる。 

評価委員 II  沖縄県において低炭素社会を実現するために、再生可能エネルギー由来の電気自動車（ＥＶ）用の

充電ステーションシステムを構築することは、二酸化炭素排出削減を実現させるうえでも評価できる研究

内容と思われる。 

 しかしながら、充電ステーションを運用するアグリゲーション事業者が未確定（想定も含めて）なのは

残念である。 

 既存の充電ステーションとの違いや収益性について明らかにし、事業化に向けたビジネスモデルとし

て提案して早期実現化に向けた民間企業との共同研究開発も視野に入れていただきたい。 

評価委員 III M2M 通信に関する成果が乏しいのは残念。論文成果中にも、通信に関係する部分は少ない。また、

Zigbee を使った低廉・低消費電力通信をめざしながら、MiMAX 等に頼らざるを得なくなったことも、目標

設定に甘さがあったと思わざるをえない。しかし、通信部分のコストアップが軽微で、収益性の高さに影

響を及ぼさないのであれば、低酸素社会の実現に有効なシステムとして、実用化が期待できる。 

評価委員Ⅳ  

評価委員Ⅴ  
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